
意志のある一歩が未来を拓く
研究応援プロジェクト 募集要項発表!!

リバネス研究費第73回

 リバネス研究費とは、「科学技術の発展と地球貢献を実現する」ことに資する若手研究者が、
自らの研究に情熱を燃やし、独創性を持った研究を遂行するための助成を行う研究助成制度です。
本制度は「研究応援プロジェクト」の取り組みの一環として運営されています。
リバネス研究費の登録および採択情報はこちらから▶ https://grant.lne.st/

<基本形 >

<展開テキスト形>

研究は、世の中に常に新しいものを生み出していくための大きな原動力であり続けてきました。知識が多様化し、課題が複雑化する社会の中で、
リバネスはHyper Interdisciplinary Communication（HIC）によって知識を融合し、新たな学問分野、社会課題を解決する方法を生み出し
続けることを目指し、カンファレンス（超異分野学会）、フォーラム、サミットを国内外で開催しています。

超異分野学会 大阪2026
2026年9月5日（土）
9：30～18：30
ATCホール 会議室
（大阪府大阪市住之江区南港北２丁目１－１０
O’s南６階）

［開催日］

［場　所］

ベトナム
東京
フィリピン

1月30日（土）

3月5日（金）・6日（土）

3月13日（土）

〈以降の開催日程〉

シンガポール
マレーシア
インドネシア
タイ

11月21日（土）

11月28日（土）

1月16日（土）

1月23日（土）

2026年

2027年

2027年

種 類 助成対象 助成内容

①カーボンリサイクル関連技術研究開発補助金
　基礎研究支援型 大学等の研究者、中小企業 最大400万円 /最長2年

（上限100万円 /半年）

②カーボンリサイクル若手研究者支援プログラム
　（一般枠）

40歳未満の研究者
（育児休業期間には配慮） 最大50万円/件

対象と助成内容

カーボンリサイクルの社会実装に向けたあらゆる段階の研究開発に対して充実した支援を行い、
多くの企業や研究者の皆様のチャレンジを後押しする広島県の助成制度です。

カーボンリサイクルに資する研究助成 応募者募集！

カーボンリサイクルに直接的または間接的に資する幅広いテーマ募集テーマ

【募集期間】2026年5月20日（水）～2026年8月3日（月）17時まで
【応募方法】ウェブサイトから申請フォームに登録
①補助金　   https://ld.lne.st/zmdu
②若手支援　https://ld.lne.st/ibec
▶詳細・お問い合わせ：cr@lnest . jp （環野・海浦・橋本）

※カーボンリサイクルとは炭素資源として
　二酸化炭素を回収し、
　多様な炭素化合物として再利用すること。

対象分野  

GXの実現につながるあらゆる研究
エネルギー、素材、農業、製造、AIなど分野を問わず、
循環型社会や次世代産業の創出につながる独創的なテーマを期待します。
 〈 キーワード 〉
●	新フュージョンエネルギーに関する研究
●	生物機能を活用した次世代ものづくりに関する研究
●	CO2を排出物ではなく資源として再定義する研究
●	未利用熱や廃棄資源を循環利用する地域GXに関する研究

採択件数 	 若干名
助成内容 	 研究費50万円
申請締切 	 2026年7月31日（金）18時

◉GX Frontier賞

対象分野  

生体吸収性材料×異分野技術で生まれる新価値に関するあらゆる研究
体内で利用可能な生体吸収性材料を起点とした研究を広く募集します。
自由な発想で、分野にとらわれずに、新たな価値を創出するテーマを求めています。
 〈 キーワード 〉
●	新規生体吸収性材料（樹脂、セラミックス、タンパク質、金属など）
●	新規成形加工方法（射出成型、発泡、３Dプリンターなど）
●	足場材料の機能化方法
●	生体吸収性材料×〇〇（例：薬、ロボティクス、AIなど）

採択件数 	 若干名
助成内容 	 研究費50万円
申請締切 	 2026年7月31日（金）18時

◉グンゼ賞

［ 募集企業 ］ グンゼ株式会社
グンゼ株式会社では、縫合糸や人工皮膚、人工
硬膜など、主に体内に吸収される生体吸収性

材料をキーワードに研究開発を進めています。メディカル
分野にとらわれず、幅広い分野における自由な発想を歓迎
します。皆さんの情熱とグンゼのアセットを掛け合わせた、
新たな価値を創出する研究テーマで、「明日をもっと、ここ
ちよく」を実現する仲間を募集しています。

担当者
より

一言

［ 募集企業 ］ 株式会社リバネス
GXは単なる脱炭素ではなく、社会構造そのも
のを変革する挑戦です。エネルギー、素材、農

業、製造、都市など、あらゆる産業は今、「大量消費型社会」
から「循環型社会」への進化を迫られています。一方で、地
域の未利用熱、工場排熱、廃棄資源、属人的技術など、現場
には未解決の課題が数多く残されています。本研究費で
は、現場課題と向き合いながら、未来の産業構造や社会実
装につながる独創的な研究を広く募集します。

担当者
より

一言
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